
0｡B791994年(平成6年）N
③市民憲章

6．石G
我孫子市役所企画財政部広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子1858a0471(85)1111

わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
ら波t鰐Iま淵薗寂敵化都市をめさ童壺匙堅蝦
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民恵章を定めま或
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします

’
一

廃認詔需悪悪霊露顕
－

屋図
－

昨
年
４
月
に
２
６
２
億
４
３
０

０
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
５

年
度
予
算
は
、
年
度
途
中
に
３
回

の
補
正
を
行
い
、
最
終
の
歳
入
歳

一般会計決算見込み（表1）

区分｜予算現額｜決算見込額｜対前年度比(%）
市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
の

納
め
た
大
切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
５
年
度
の
決
算
見
込
み
か
ら
み

た
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
財
政
課
Ⅱ

区分｜予算現額｜決算見込額｜対前年度比(%）

3億8607万円雛会費 3"9730万円 －1．9182億956万円市 税 181E9390万円 0.(） ●

総 務饗 51億6843万円 50{W2868万円 －8．7地方醸与税 7億2181万円 8．36億7400万円

44億4366万円 42億8772万円民生賀 －3．51億6030万円 -65.1地方交付税 1億5933万円

’
24億307万円衛生賀 24億5713万円 －28．54億6402万円分担金･負担金 4億6553万円 －7．0

農林水産業賀 3億1741万円3億2596万円 12．34億460万円使用料･手数料 3億8604万円 10．2 －

ﾄ

商 工賀 2億9591万円 2億9185万円 l6国庫支出金 14億8456万円 －0．115億1674万円 出
予
算
額
は
２
６
２
億
１
５
７
４

万
円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
４
年
度
か
ら
繰
り
越
さ

れ
た
事
業
の
繰
越
額
が
５
億
８
７

３
３
万
円
あ
り
、
こ
れ
を
加
え
た

予
算
現
額
は
２
６
８
億
３
０
７
万

円
に
な
り
ま
す
。
（
表
１
参
照
）

59億731万円土木饗 62億5743万円 －957億2637万円県支出金 7億1562万円 －53

12億8699万円消防費 12億9912万円 5．3繰入金 4億3376万円 4億3376万円 －80．6

教育賀 38億5551万円 37"7037万円10億5648万円 1.9繰越金 10{X5648万円 －8．2

公俄費 22"8135万円 22億5378万円市 15億4510万円 14"8080万円 3．0侭 －7．9

17億8979万円 予備劉 2127万円その他 16億5657万円 16．3

』

合 計 268{m307万円 259憶3325万円合 計 268億307万円 269億3205万円 －71－7．1

収
入
は
、
合
計
で
対
前
年
度
比

７
．
１
計
減
の
見
込
み
で
あ
り
、

歳
入
の
中
心
で
あ
る
市
税
の
伸
び

も
、
長
引
く
景
気
低
迷
の
影
響
に

よ
り
前
年
度
と
比
べ
て
ほ
と
ん
ど

見
込
め
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
、
支
出
は
経
常

的
経
費
を
中
心
に
節
減
な
ど
を
行

っ
た
結
果
竜
合
計
で
対
前
年
度
比

７
．
１
計
減
の
見
込
み
で
す
。
主

な
新
規
事
業
と
し
て
は
、
新
木
近

隣
セ
ン
タ
ー
建
設
、
福
祉
総
合
計

画
策
定
、
低
公
害
車
（
電
気
自
動

車
）
導
入
、
景
観
形
成
基
本
計
画

策
定
、
高
規
格
救
急
自
動
車
導
入
、

布
佐
中
学
校
屋
内
運
動
場
建
替
建

設
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
査
源
化
事

業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

収
入
合
計
か
ら
支
出
合
計
を
差

し
引
い
た
形
式
収
支
は
、
９
億
９

８
８
０
万
円
に
な
り
、
こ
の
形
式

収
支
か
ら
事
業
の
実
施
を
６
年
度

に
繰
り
越
し
た
こ
と
に
伴
う
繰
り

越
す
べ
き
財
源
１
億
６
０
０
７
万

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

８
億
３
８
７
３
万
円
に
な
る
見
込

み
で
す
。

Eコ市価現在高(元金）

に.蟻磯雛利金） 市
憤
は
、
大
規
模
な
事
業
の

経
費
に
充
て
る
た
め
に
、
市
が

借
り
入
れ
る
借
金
で
す
。

償
務
負
担
行
為
は
、
工
期
が

数
年
に
渡
る
工
事
の
契
約
な
ど

市
債
。
債
務
負
担
行
為
の
推
移

（
億
円
） Pー＝＝ー 1
1 18
184
1憶
俺9
1千
千万
,万円
1円！

；1

’
１
７
６
億
２
千
万
円

150

100 －

市
が
各
種
の
事
業
や
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
た
め
に
は
竜
多

く
の
費
用
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
に

負
担
し
て
い
だ
た
く
市
税
の
ほ
か
、

国
・
県
の
補
助
金
や
借
入
金
で
あ

る
市
憤
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
１
人
当
た
り
の
納
税
額
は
、

約
哩
万
８
０
０
０
円
、
１
世
帯
当

た
り
で
は
約
“
万
１
０
０
０
円
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
市

民
１
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
焚
用

は
約
虹
万
円
、
１
世
帯
当
た
り
で

は
約
鎚
万
８
０
０
０
円
で
す
。

（
６
年
４
月
１
日
現
在
の
人
口
・

世
帯
数
で
計
算
）

の
よ
う
に
、
次
年
度
以
降
も
支

払
い
を
約
束
す
る
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
、
年
々
増
加
の
傾

向
に
あ
り
、
慎
重
な
責
金
計
画
．

財
政
運
営
が
必
要
で
す
。

基
金
は
、
市
が
特
別
な
財
産
を

維
持
し
、
査
金
を
識
立
て
、
ま
た

は
、
定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
な
基
金
の
５
年
度
末
の
残
高

ﾛ

｜
諏
徳
５
千
万
円

50

､

年度 3年 4年 5年

■■

▼表2特別会計決算見込み
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
、

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
で
、

一
般
の
歳
入
・
歳
出
と
は
別
の
会

計
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
表
２
参
照
）

５
年
度
末
現
在
で
は
、
５
会
計

が
設
け
ら
れ
、
一
般
会
計
と
は
経

見
込
み
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

社
会
福
祉
事
業
基
金
３
億
５
０

０
０
万
円

緑
の
基
金
２
億
円

ふ
る
さ
と
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
計
画

推
進
基
金
１
億
１
５
０
０
万
円

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
５
４
０
０

万
円
国
際
交
流
基
金
３
８
０
０
万
円

財
政
調
整
基
金
ｎ
億
１
７
０
０

万
円
減
憤
基
金
１
億
７
０
０
０
万
円

庁
舎
埴
築
基
金
２
億
４
８
０
０

万
円
清
掃
エ
場
建
設
基
金
２
０
０
０

万
円

’支出決算見込額予算現額区分 収入決算見込額

国民健康
保険事業

39Ig9205万円 39億8123万円 39Ig409万円

土地区画

整理事業
6値4594万円 6億4660万円 2IE3503万円

公共下水

道事業
36億5191万円 35億4436万円 34億7891万円

▼表3水道事業会計決算見込み(税込み表示）

水
道
事
業
は
、
市
が
企
業
と
し

て
経
営
す
る
独
立
採
算
制
の
事
業

で
、
公
営
企
業
会
計
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

収
益
的
収
支
住
水
の
供
給
事

業
を
主
体
と
し
た
経
営
活
動
の
収

支
で
あ
り
、
査
本
的
収
支
は
、
配

水
管
布
設
地
震
対
策
に
伴
う
布

設
替
え
等
水
道
施
設
建
設
や
改
良

な
ど
の
収
支
で
す
。
（
表
３
参
照
）

収
益
的
収
支
の
不
足
分
は
、
こ

れ
ま
で
種
み
立
て
た
利
益
剰
余
金

で
、
査
本
的
収
支
の
不
足
分
に
つ

い
て
は
、
過
年
度
分
担
益
勘
定
留

保
資
金
で
補
て
ん
し
ま
す
。

’ 理
を
区
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

予算現額

24億2215万円

30億2538万円

－6億323万円

ll{f9400万円

17億893万円

－5催1493万円

決算見込額

24億9005万円

29億5550万円

－4億6545万円

13億6278万円

14値8260万円

－1億1982万円

執行串(%）

1028

977

114.1

86．8

手賀沼

浄化事業
1lW8100万円 1億8268万円 1億7791万円

■

老人保健 41億7602万円 40億1454万円 40"31万円

｜

’
合 計 126億4692万円 123億6941万円 117億9625万円

’

一■

」
毎

酋
－

．

４

Ｊ
’

一
一
一
●
●
●
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
ｒ
ｌ
Ｌ
叩
１
６

家
族
の
誰
か
に
介
謹
が
必
要
な

場
合
、
こ
れ
ま
で
は
妻
や
嫁
な
ど

女
性
に
頼
る
部
分
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
核
家
族
化
、
少
子
化
が

進
む
現
在
へ
介
謹
を
女
性
だ
け
に

頼
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
男

性
を
含
め
た
家
族
、
行
政
が
協
力

し
て
高
齢
社
会
を
支
え
る
仕
組
み

作
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

デ
ン
マ
ー
ク
が
ど
の
よ
う
に
し
て

世
界
で
最
も
充
実
し
て
い
る
と
さ

れ
る
福
祉
社
会
を
作
り
上
げ
て
き

た
の
か
を
学
び
、
安
心
し
て
老
い

を
迎
え
る
た
め
の
行
政
・
市
民
の

役
割
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

◎
基
鯛
議
演
『
デ
ン
マ
ｉ
ク
が
福

祉
国
家
に
な
っ
た
わ
け
」

〈
講
師
〉
伊
東
敬
文
氏

我
が
国
よ
り
一
足
先
に
高
齢
社

会
を
迎
え
た
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、

労
働
力
不
足
を
補
う
た
め
、
家
庭

に
い
た
女
性
が
外
に
出
て
働
く
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
従
来
、

シンポジウム

高齢社会を支える男と女

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

負
r

_＝

日時：6月29日(水)午後1時から5時30分
場所：湖北地区公民館いとうひろぷみ

伊東敬文氏
？

女
性
の
仕
事
と
さ
れ
て
き
た
育
児
．

介
謹
等
を
社
会
全
体
で
支
え
る
シ

ス
テ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
過

程
か
ら
、
我
孫
子
に
お
け
る
介
謹

等
の
支
援
体
制
を
模
索
し
ま
す
。

◎
現
場
か
ら
『
も
し
も
家
族
が
倒

れ
た
ら
』

高
齢
社
会
の
実
態
を
報
告
。

①
老
夫
婦
の
心
中
を
取
材
し
て
…

早
瀬
圭
一
氏
（
市
福
祉
政
策
懇
談

会
会
長
、
愛
知
み
ず
ほ
大
学
教
授
）

②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
活
動
か
ら

感
じ
る
こ
と
・
・
・
高
橋
芳
恵
氏
（
市

福
祉
総
合
計
画
推
進
協
議
会
委

員
、
市
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会

代
表
）

◎
提
奮
「
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
我

孫
子
の
福
祉
』

つ
ど
い
の
家
を
我
孫
子
に
も
・
・
・
福

田
禎
子
氏
相
談
窓
口
が
欲
し
か

っ
た
…
首
藤
美
恵
子
氏
さ
あ
男

も
出
番
だ
よ
…
森
谷
良
三
氏
主

婦
か
ら
の
再
出
発
・
・
・
鈴
木
朋
子
氏

◎
交
流
会

提
言
終
了
後
識
師
、
出
席
者

を
交
え
て
交
流
会
を
開
催
。
参
加

希
望
者
は
、
電
話
で
申
し
込
み
を
。

囹
日
時
６
月
調
日
（
水
）
午
後
１

時
か
ら
５
時
卸
分

圏
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

画
定
員
２
５
０
名
（
た
だ
し
、

定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
別
室
で

モ
ニ
タ
ー
に
よ
り
同
時
中
継
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
）

囮
参
加
壷
無
料
禿
だ
し
、
交

流
会
は
会
費
３
０
０
巴

画
交
流
会
申
し
込
み
。
問
い
合
わ

せ
企
画
課
女
性
施
策
担
当
壷

（
理
１
１
１
１
内
線
２
１
１
、
湖

北
地
区
公
民
館
垂
（
理
４
４
３
３

コペンハーケン大学社会

医学研究所主任研究員。北

欧の福祉政策を日本に紹介

し、各地の自治体の施策作

りに協力。全国的に注目さ

れる秋田県鷹巣町での住民

参加型｢福祉のまちづくり」

に指導的役割を果たす。

下総基地の米軍機使用絶対反対

一

般

会

計

市
民
の
負
担
状
況

４
１
１
１
川
Ⅲ
‐
１
１
１
卜
ｈ
■
Ｉ
Ｄ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ｂ
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
Ⅱ
０
■
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ⅱ
日
日
０
■
■
■
■
巳
■
■

基

金

Ⅱ犀特
別
会
計

水
道
事
業
会
計
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二
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く~雲百罰車謹-コ
、

同
圃
囿
７
月
川
日
（
日
）
午
後
２
時

面
鬮
凹
市
民
会
館

軽自動車 ＊

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
少
年
少
女

合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

納税はお済みですか
＝名義変更、廃車の手続きも確実に＝

５
月
証
日
は
、
軽
自
動
車
税
の

納
期
限
。
納
税
住
お
済
み
で
し

ょ
う
か
。
特
に
一
定
排
気
量
以
下

の
二
輪
車
や
原
動
機
付
自
転
車
は
、

車
検
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
つ

い
つ
い
忘
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
だ
、
納
税
し
て
い
な

い
方
は
、
至
急
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
友
人
に
譲
っ
て
し
ま

っ
た
」
「
数
年
前
に
廃
車
に
し
た
」

「
盗
難
に
あ
っ
て
今
は
な
い
」
な

ど
所
有
し
て
い
な
い
の
に
今
だ
に

税
金
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
傾
向
は
、
原
動
機
付
自
転

車
の
中
で
も
釦
唾
以
下
の
ミ
ニ
バ

イ
ク
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
特
に
多

く
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
が
、
名
義

や
住
所
の
変
更
廃
車
の
手
続
き

が
済
ん
で
い
ま
せ
ん
。
手
軽
で
便

利
な
乗
り
物
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
場
合
は
、
必
ず
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
業
者
に
依
頼

し
た
場
合
は
、
必
ず
確
認
を
取
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

▲
２
度
目
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
少
年
少
女
合
唱

団
の
み
な
さ
ん

所
有
し
て
い
な
く
て
も
毎
年
軽
自

動
車
税
が
課
税
さ
れ
、
税
金
を
納

め
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き
先
。
問
い
合
わ
せ

◎
軽
自
動
車
。
：
軽
自
動
車
検
査
協

会
壷
０
４
３
（
２
４
５
）
０
１
６
３

．
二
輪
車
（
１
２
６
唾
以
上
）
…
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所
壷
０
４
７

４
（
師
）
２
４
１
５

．
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
“

以
下
）
。
小
型
特
殊
自
動
車
…
市

課
税
課

◎
納
税
証
明
・
納
付
確
認
・
・
・
市
収

税
課
↓

ロ
シ
ア
に
生
ま
れ
た
世
界
最
高

の
「
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
少
年
少
女

合
唱
団
」
が
、
市
民
会
館
で
２
度

目
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

公
演
で
は
、
白
山
中
学
校
合
唱

団
の
生
徒
た
ち
が
焚
助
出
演
し
、

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
少
年
少
女
合
唱

団
と
合
同
合
唱
を
行
い
ま
す
。

白
山
中
学
校
で
健
世
界
的
な

合
唱
団
を
迎
え
て
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
し
み
に
、
放
課
後
な
ど
を
利

用
し
、
毎
日
猛
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
当
日
は
、
世
界
的
な
合
唱
団
と

白
山
中
学
校
合
唱
団
の
皆
さ
ん
と

の
美
し
い
〈
Ｉ
モ
ニ
ー
の
共
演
を

ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

通
商
産
業
省
で
は
、
商
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
７
月

１
日
現
在
、
市
内
で
卸
売
業
と
小

売
業
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所

（
商
店
）
を
対
象
に
、
商
業
統
計
調

査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都

道
府
県
、
市
町
村
に
お
け
る
商
業

の
育
成
、
流
通
機
擁
の
近
代
化
な

ど
の
施
策
を
進
め
る
う
え
で
、
童

▼
日
時
７
月
、
日
（
且
、
開
場

：
・
午
後
２
時
、
開
演
．
：
３
時

▼
場
所
市
民
会
館

▼
入
場
料
Ｓ
席
２
５
０
０
円

Ａ
席
２
０
０
０
円
、
Ｂ
席
１
５
０

０
円
（
全
席
指
定
）

▼
入
場
券
発
売
所
平
黄
書
店
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
店
、
プ
ッ

ク
ス
ス
ズ
キ
、
石
川
春
光
堂
、
あ

び
こ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
レ
コ

ー
ド
あ
つ
ぶ
る
ミ
ポ
ピ
ー
、
荒
井

書
店
、
市
民
会
館
内
売
店
ひ
ろ
が

り
、
図
書
館
湖
北
台
・
布
佐
分
館
、

中
央
公
民
館
、
柏
そ
ご
う
、
柏
高

島
屋
取
手
と
う
き
ゅ
う

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
壷
露
）
１
１
５
１

夏
休
み
中
の
子
ど
も
会
な
ど
の

行
事
に
映
画
会
を
企
画
し
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、

ア
ニ
メ
、
児
童
劇
の
配
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
を
多
数
保
有
し
て
い
ま
す
。

？

冊
ミ
リ

映
写
機
画
会
を
開
き
ま
せ
ん

操
作
講
習
会
も
開
催

要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
個
々
の
商
店
が

経
営
指
針
を
作
る
際
に
も
役
立
ち

ま
す
。調

査
に
あ
た
っ
て
は
、
県
知
事

か
ら
任
命
さ
れ
た
商
業
統
計
調
査

員
が
事
業
所
（
商
店
）
を
直
接
訪

問
し
、
調
査
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
後
日
、

調
査
員
が
回
収
に
伺
い
ま
す
。

今
年
購
入
し
た
フ
ィ
ル
ム
は
、

「
６
人
の
ご
う
け
つ
」
「
な
っ
ち

ゃ
ん
の
け
や
き
」
「
い
じ
わ
る
狐

ラ
ン
ボ
ー
」
「
夢
も
の
が
た
り
」

「
お
ば
け
煙
突
の
う
だ
」
「
く
ま

の
お
い
し
ゃ
さ
ん
」
「
グ
ラ
ン
パ
」

「
み
い
ち
ゃ
ん
の
て
の
ひ
ら
」

「
柳
川
堀
割
物
語
」
「
ミ
ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
」

な
ど
デ
ィ
ズ
ニ
ー
作
品
３
本
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
で
は
超
ミ
リ
映
写
機

の
操
作
に
必
要
な
技
術
や
知
識
を

学
ん
で
い
た
だ
く
講
習
会
も
開
催

し
ま
す
。

「

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
利
用

に
は
、
こ
の
講
習
会
の
修
了
証
が

必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
修
了
証
は
全
国
で

通
用
し
ま
す
。

◎
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
利
用
の

案
内
▼
費
用
フ
ィ
ル
ム
、
映
写
機
と

も
貸
し
出
し
は
無
料
。
禿
だ
し
、

猫
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会
を
修

了
し
た
方
が
操
作
す
る
こ
と
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
教
育
委
員
会
内
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
壷
（
顕
）
１
１
５
１
へ

◎
媚
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

な
お
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、

統
計
法
に
よ
り
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
は

一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
６
月
下
旬
か
ら
７

月
上
旬
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
統
計
係

壷
（
妬
）
１
１
１
１
内
線
２
２
９

▼
日
程
７
月
３
日
（
日
）
、
４
日

（
月
）
▼
時
間
午
前
９
時
釦
分
か
ら
午

後
３
時

▼
場
所
教
育
委
員
会
（
水
道
局
）

４
階
会
議
室

▼
参
加
壷
無
料
昼
食
は
各
自

で
持
参
す
る
こ
と
）

▼
定
員
両
日
と
も
各
加
名
（
先

着
順
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
希
望
日
、
猫
ミ
リ
映
写

機
識
習
会
参
加
希
望
と
明
記
し
、

６
月
幻
日
（
月
・
必
着
）
ま
で
に

我
孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
云
（
蓮
１
１
５
１
へ

＝ミ ￥平成6年度/7－

丁
衰睦

習急

翰霞鐘

勇弱畠

緬弱

葛亀 〉
市
で
は
、
４
月
に
各
地
区
を
回

り
登
録
と
予
防
注
射
を
行
い
ま
し

た
が
、
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
犬
を

飼
っ
て
い
る
方
は
、
鰻
寄
り
の
動

物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
登
録
の
手

続
き
（
費
用
２
７
３
０
円
）
を
し

て
く
だ
さ
い
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

の
義
務
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
犬
の
放
し
飼
い
は
、
県

犬
取
締
条
例
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
飼
い
主
は
他
人

▼
受
講
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か

ら
午
後
３
時
釦
分

▼
受
講
料
無
料
秀
だ
し
、
教

材
蛮
等
は
自
己
負
担
）

▼
申
し
込
み
直
接
、
本
人
が
印

▼
受
付
期
間
７
月
加
日
（
水
）
、

型
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら
、
時
知

分
、
午
後
１
時
か
ら
４
時
釦
分

▼技術講習会案内

鑑
と
ハ
ガ
キ
を
県
女
性
就
業
援
助

セ
ン
タ
ー
へ
持
参
。
（
た
だ
し
、

子
ど
も
同
伴
で
の
受
識
は
不
可
）

▼
受
購
場
所
。
問
い
合
わ
せ
県

女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
（
千
莱

市
中
央
区
千
葉
港
４
の
３
県
経
営

者
会
館
３
階
）
壷
０
４
３
（
２
４

７
）
８
５
４
１
へ

Ｉ
▼
受
購
場

女
性
就
業

市
中
央
区

者
会
館
３

７
）
８
５

’

』

6月30日(木)は、市．

県民税第1期分の納期

限です。忘れずに納め

ましよう。

=収税課冠(85)1111＝

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

’

社会福祉協議会は

7月2日から毎週土曜

日が休みになります

完
全
週
休
２
日
制
の
普
及
を
基
ビ
ス
の
改
善
・
向
上
に
努
め
、

本
と
し
た
労
働
時
間
の
短
縮
は
、
緊
急
時
（
祭
麺
貸
付
等
）
の
連
一

国
の
重
要
な
政
策
の
ひ
と
つ
と
な
絡
体
制
の
確
保
な
ど
業
務
サ
ー

っ
て
い
ま
す
。
ビ
ス
を
極
力
低
下
さ
せ
な
い
よ

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
現
在
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
’

第
２
．
４
土
曜
日
を
休
み
と
し
て
今
後
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
７
月
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

２
日
の
土
曜
日
か
ら
健
す
べ
て
い
た
し
ま
す
。

の
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
社
会
福
祉
法

完
全
週
味
２
日
制
の
実
施
に
あ
人
我
孫
子
市
社
会
福
祉
協
議
会

た
っ
て
娃
日
頃
か
ら
業
務
サ
ー
垂
虚
）
１
５
３
９

’

市議会定例会日程
平成6年第2回市議会定例会は、

6月14日(火)に開会されました。

6月20日(月)以降の日程をお知ら

せします。

◎6月20日(月)から22(水)まで市

政に対する一般質問

◎6月23’日（木）総務企画常任委

員会、環境経済常任委員会

◎6月24日（金）文教民生常任委

員会、都市建設常任委員会

◎6月27日（月）我孫子駅貨物線

跡鈍り問題対策特別委員会、議会運

営委員会、委員長報告、討論、採

決、閉会

し問い合わせ雛会事務局 ！
●

パ
ソ
コ
ン
科

基
礎
か
ら

応
用
程
度

初心者

９
月
５
日
か
ら
ｎ
月
泌
日
ま

で
の
虹
日
間
（
毎
週
月
・
木

暇
日
）
ほ
か

20名

ワ
ー
プ
ロ
科

基
礎
か
ら

３
級
程
度

９
月
１
日
か
ら
、
月
虹
日
ま

で
の
飢
日
間
（
毎
週
月
・
木

暇
日
）
ほ
か

20名

経
理
事
務
科

簿
記
検
定

３
級
程
度

９
月
蝿
日
か
ら
ｎ
月
４
日
ま

で
の
虹
日
間
（
毎
週
火
・
木
．

金
硴
日
）

30名

科
目
’

対
象

購
習
期
間

定
員






